
「今日も買い物、いーじゃん、いーじゃん♪」

「ここ数年で、人口が増えて、
ごみを分けて捨てられない人が増えてしまったの。
そうすると、ごみの収集もされなくなってしまってねえ」

「何てこと・・。このままでは、この街は
メンドウ菌にやられてしまう。
とにかくまずはこのメンドウ菌を駆除しなければ－」

「ごみを分別していた人々も、
メンドウ菌にかかってしまってね。
自分たちだけ分別してもしかたないからと、
ごみを分けなくなってしまったんだよう」

「お前の愛娘、コリサも メンドウ、メンドウ が
口癖になってしまって－。
何でも同じ袋に入れて捨ててしまうんだよ。
明らかにメンドウ病の初期症状が
出始めているんだよねえ」

「みなさ～ん、メンドウだと言っていると、
街そのものが破壊されちゃいます！
今こそ、みんなでメンドウ菌を駆除しましょう！！」

「オゾン層が破壊されて、有害な紫外線がすごいんだよ。
で、その紫外線を浴びると皮膚がんになる確率がとっても高くなるんだ。
日射量の多いオーストラリアの学校では、
サングラスの着用を義務付けるところもあるんだ」

「当たり前さあ。日光浴なんて自殺行為だよ」

「それにしても、ガリガリにやせちゃって。ちゃんと食べているのかい？」

「いや、食べ物が今、ないんだよ」

「なんで？」

「日光浴ができないってわけ？」

「人間が、工場でモノを作ったり、車に乗ったり、
部屋ではガンガンに冷暖房を使ったりして、

大量のエネルギーを外へ放出してるだろ。それと大量に
出てくるごみを燃やしてるから、二酸化炭素がいっぱいになって、

地球がだんだん温かくなってるんだ。
そのせいで、ちゃんと木や作物も育たなくなっちゃっているのさ。

だから、僕らの食べ物もないんだよ」

「わかったよ。僕も今まで以上にがんばるよ」

「（絶句）僕ら、どうしたらいいのかなあ」

「燃やすごみの量を減らしたり、
省エネ生活を心がけたり、
ちょっと環境のことを考えて暮らしてほしいのさ」

「いーじゃん、いらなくなったら捨てればいいじゃん」

「おぬし、まだ、そんな生活を・・・」

「お前だって、そんな生活してたじゃん」

「ワシはあの時の悲しみを決して忘れたくないんじゃ。
だから、ごみダイエット忍者になったのじゃー」

「そ、そうなんだ。拙者もごみの害を考えて、
むやみにモノを買ったり捨てたりしないよう気をつけるよ」

「ワシの恋人は、この街の大量のごみから発生したゴミフルエンザに感染し、命を落としてしまったのじゃ。
ごみを安易に捨て続けていると、やがて埋め立て地がいっぱいになる。でもなあ、問題はそれだけじゃない。
本当に人間や生き物の生命に悪影響を及ぼすんだよー」

「・・・・」

「おや、いーじゃんじゃないか!?」

「妻のおリサが作ってくれたのじゃ。いーじゃんは
いまだに買い物三昧しておるのか？」

「あ、ワケマルー！超久しぶり。その忍者ルック、
カッコいいじゃん。どこで買ったんだ？」

ワケ丸は青春時代を過ごしたツカイステタウンへ。かつてワケ
丸はこの街で買い物ばかりしていた。しかし、初恋の女性が街
にあふれたごみから発生したゴミフルエンザに感染し、死んで
しまった。そのショックから、ワケ丸はごみのことを真剣に考え
るようになり、ツカイステタウンから足を洗い、ごみダイエット
忍者になったのである。ワケ丸は「ツカイステタウンの人々も、
ごみが人のからだに及ぼす害を知り、ストップ・ザ・ツカイステ
運動が始まっておれば良いが－」と思っていたが、昔の仲間、
いーじゃん侍は相変わらず、買い物に明け暮れ、大量の買い物
袋を持ち歩いていたのであった－。

おリサは、ワケあって両親に預けている娘・コリサの暮らす故郷・
ワケテタマチへ。おリサが暮らしていたころは、分別ある人々
ばかりで街はとても美しかった。なのに、今回戻ってみると、
街は一変していた。「ごみの分別なんてメンドウ、メンドウ」と
メンドウ菌に侵された住民が増えてしまい、分別しないで捨てら
れたごみで街はあふれかえっていた。あまりの変貌におリサは
驚き、号泣。しかし、感傷に浸っている場合ではない。おリサ
は早速、メンドウ菌の駆除に乗り出すのだった。

コワケ丸は、友人・タビガラスがオゾンソウハカイタウンに居
ると聞き、立ち寄ってみる。驚いたことにタビガラスは目には
サングラス、手にはしっかりと日焼け止めローション。世界中を
旅するタビガラスにとって、この2つは必須アイテムなのだと言
う。すでに紫外線で視力はやや低下してしまい、羽もざらつい
ている。しかも、ガリガリにやせている。いったいどういうこと
なのだ！とコワケ丸は、早速、タビガラスに事情を聞いてみるの
だった。

ステナイ蔵は、定宿としている「旅の宿　マンプク」へ。ここ
での、素朴ながらも心温まるサービスが好きで、時折、泊まり
にきている。特に、「ごみ減量を心がける生活」「無駄なく、心
豊かに暮らす生活」をさりげなく、楽しみながら実践している
女将の生活ぶりを垣間見るのも、ステナイ蔵にとっては、ひそ
かな楽しみ。しかも、訪れるたびに女将は、地球に優しい創意
工夫を増やしている。そこでまた、人間にとって本当に豊かな
生活とはなんぞやを、考えるのが好きなステナイ蔵なのであった。

「人生♪ごみなきゃ、
苦労はないさあ♪
いやあ、いい湯じゃ。
絶妙なお湯かげんじゃのう」

「ありがとう。マンプクは、身体にほどよい量の食事だから
ワシのような年老いたモンでも、残さず
食べきれる。ワシもそれが嬉しいのじゃよ」

「テレビは相変わらずないので、お暇であれば、
私がお話相手をさせていただきますので」

「嬉しいのう。月明かりの下で、
女将とふたり、たわいもない
話をするのが、ワシにとって、
ここでの一番の楽しみじゃ」

「まあ、嬉しいことを」

「ところで、最近は何かまた新しい、暮らしの術を見出されたか？
以前、訪れたときには、街への買出しを車ではなく、自転車で行くようになったこと、
生ごみは畑の肥料にしていること、野菜は使い切っていると聞いたのじゃが」

「そうですねえ。最近始めたのは、同じモノを何度も使う使い回しの術かしら。
コタツぶとんのカバーなどは、あまっている布でパッチワークにして
自分で縫ったりし始めてます。これが楽しくて」

「まさに、スローライフ（注）。しかも訪れるたびに、女将は、
地球に優しいことを実践している。ますます好きになってしもうたなあ」

「え、何て？」

「いやいや、女将には教えられるということよ。ハハハ」

「ありがとうございます。夕食は、今朝ほど近所で購入した、
地元の食材を使ったものを用意しておりますよー」

（注）【スローライフ】効率やスピードが優先される現代社会。「より速く、より快適に」と、経済的な豊かさや効

率的で快適な生活を追い求めてきたことが環境問題の一因にもなっている。時間に追われるのではなく、自然と

調和してゆったり生きるライフスタイルの重要性が、エコロジストなどによって提唱され、1980年代のイタリアでお

こった「スローフード運動」などを背景に「スロー」という言葉が新しい価値として登場。日本では2000年ごろよ

り広がりはじめ、2003年の「環境白書」でも紹介された。（出展：環境goo「スローライフ」より）

「ど、どうしたんだ？  
サングラスに日焼け止め
ローションなんて」 「いやあ、オーストラリアや

アメリカなんかでは
もうこれが常識さ」


